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ゴ ー リ キ イ に 関 す る 覚 え 書

<コ ロ レソ コ との交 友 を あ ぐ って そ の2>

松 本 忠 司

工 「大学」時代

2・ 放浪 と模索の時代
(1)

3.作 家 的出発 の時代(以 上 前 回掲載)

4.新 聞記 者時代

1)1895年 前 半(今 回掲載)

2)1895年 後 半以降

5.ア カデ ミヤ事 件

6.大 革命期

7.晩 年

4

B.r.コ ロ レ ソコの 熱 心 な 忠 告 と説 得 を 受け入れて,ゴ ー リキ イ は,ニ ー ジ

ニ イ ・ノー ヴ ゴ ロ ドに おけ る不安定 な貧窮生活を清算 し,専 門 的文 筆 人 の生活

を 志 ざ して サ ・7一ラ市 へ 赴 くこ とに な った 。1895年 春 の こ とで あ る 。

サ マ ーラへ の 出発 の時期について ゴー リキイ 自身は研究者たちの質問に答 え

く　　

て,「 き っ と95年4月 で しよ う,路 上 の水 溜 りに は まだ 氷 が張 っていた」 と語

ってい る。 しか し,実 際 に は,ニ ジ ェゴ ー ロ ド県 知事 バ ラ ノブがモス クワの警

視 総監に,「1889年11月20日 よ り秘 密 監 視 の も とに あ る アル クセイ ・マ クシモ

フ ・ペ シ コフは2月20日 モ ス ク ワに 出発 し,そ こか らサ マ ー ラに 向か う予 定で

あ る」 と報 告 して いる こと,サ マ ー ラか らの ゴ ー リキ イ に よる コロ レソコ宛て

書 簡第1信 が3月 初 め に発 送 され て い る こ と,3月1日 付 《サ マ ー ラ新 聞》 に

(1)小 樽 商 大 人 交 研 究 第20輯 。

・〈2)H.rpy311eB.《M.ropbKH厳BCaMape》.BIくH.《ropbKoBcKHeqHTeHHA》

ハ4.,1959,C.336.
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は ゴ ー リキ イ の筆にな る記事が現われ ている ことな どか ら,遅 くも2月 末 に ぱ

サ マ ー ラに到 着 して い た と考え られ る。

ゴー リキイが,コ ロ レ ンコの紹 介 に よ って勤 め ることに なった 《サ マー ラ新

聞》 の沿革はあ らま し次の とお りであ る。 『この新 聞は80年 代 に ノヴ ィコフ

(M'rLHOBMKOB)に よ って創 立 され た 。 この人 物 は,願 騎 兵 あ が り で あ っ た

が,家 業 の印 刷 工 場 を経 営 す る一 方,出 版 に手 を 染 め た り,市 会 議 員 を勤 め,

市 民劇 場 の管 理 者,劇 団 主,俳 優 を も兼 ね る とい う人 で,町 の 名物 男 の 一人 で

あ った ら しい。演劇にたいす る関心が と りわ け強 く,こ の時 期 の 新 聞紙 面 は演

芸 欄 が 大 きな比重を 占めていた とい う。1894年,《 サ マ ー ラ新 聞》 は青 年 実 業

家 コス チ ェー リン(C.H.KOCTepvaH)に 買い 取 られ た 。 当 時,社 会 生活 の全

般 的活 況 に 関 連 して,地 方 都 市 では 《県 内通 信》 に 類 す る小型 新聞 の刊行が盛

んに な り,そ うした新 聞 は多 か れ 少 なか れ 自由主義 的傾向を帯 びていた。 もち

ろん,地 域 の検 閲 官に 許 され る範 囲 を超 える ことは認 めれ なか ったが。 《サ マ

ーラ新聞》 も新 しい経営者 を迎 えてそ うした傾 向を帯 びる よ うに なった。 こと

に,コ ス チ ェー リ ソが 採 用 した 秘 書 の アシ ェシ ョフ(H.n.A皿e皿OB-1866～T

1923)は,《 危 険 思 想 》 のゆ えに 首 都 を 追 放 された ジ ャーナ リス トで,事 実 上

の編 集者 と して精 力 的 に 新 聞の再編成 を進 めていた。彼は ヴォル ガ中流地 方に,

お け る傑 出 した 文 化 的 指 導 者 と しての コロ レソコの存在 に注 目 し,再 三 手 紙 を

送 って,新 聞へ の寄 稿 と助 言 とを請 うて いた。 こうして,コ ロ レ ンコが ゴ ー リ

キ イ を ア シ ェシ ョフに紹介す ることにな った。

ゴー リキイの 《サ マーラ新 聞》への寄稿 はすでに94年10月 か ら 始 ま っ て い

た 。10月 後 半 に短 編 『二 人 の浮 浪 人 』(却aBOCfiKa)が4回,12月 に 『わ た し

の道 伴 れ 』(MoticnyTHvaK)が6回 にそ れ ぞ れ 分 載 され て い る。95年 に は1月

に短 編 『塩 の上 で』(Haconva)が2回 に分 載,そ して サ マ ー ラ到 着 前 後 と思 わ'

れ る2月26日 付 の紙 上 に は,、 『美 しい 女」(KpacaBaua)と 『結 着」(BHBOA)と

い う二 つ の小 篇 が 掲載 され て い る。

ゴー リキイの 《サ マーラ新 聞》 出社第1日 の模 様 を,同 社 の事 務員 で あ った.

イ ワー ノ ヴ ァ(E.C.]ZIBaHOBa)は 次 の よ うに伝 え て い る。 「あ る 日,私 が 出.

＼
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勤 して 編 集 室 に入 る と,一 人 の 男 が新 聞 の上 に か が み こむ よ うに して,机 に 向

か って い ま した 。誰 な のかわ か りませ ん。顔 は髪 の毛 です っか りおおわれてい

ます。私が入 って,扉 が バ タ ンと音 を た て ると,彼 は跳 び上 る よ うに して,髪 を

うしろ に掻 きや り,私 をみ つ め ま した … …私 は恐 し くさえな りま した。病人に

よ くあ るよ うに,蒼 白な顔 で,瘡 せ こけ て一 や つれ て い ます 。 やがて ゴー リキ

イだ と知 りま した。そ して,よ く見 る と,ま だ とて も若 くて,顔 に は 髭 が な く,

黒 い ジ ャケ ツを着 て い て 一一み すぼ らしい服装です。 ・∵…彼に新 聞の切 り抜 き

の仕事 が与 え られ ま した,そ の分 と して 月50ル ー ブ リ,短 編 小 説 に 対 して は1

くの

行2ソ ・コペイ カ支払 わ れ る こ とに な りま した ……」 ここで述べ られ てい る 「新

聞の切 り抜 き」 の内容について彼 女は さ らにつ づけ てい る。 「彼 に課せ られた

仕事 は首都 の新聞を切 り抜 いて,そ れ に 短評 を 加 え る こ とで した 。毎 朝最初 に

す る私の仕事は ア レクセイ ・マ クシモ ーヴ ィチの机の上に,仕 事 に 必 要 な もの

を きち ん と用 意 してお くことです ……私たち の所へ送 られて くる首都や地方 の

あ らゆ る新 聞をきちん と選 り分け,ゲ ラ刷 りに 似 て い る新 しい,細 長 い紙 を 重

ね,紙 紐 を揃 え,ハ サ ミや ノ リが い つ もの 場所 に あ る よ うに して お くの です

…… ア レクセイ ・マ クシモ ーヴ ィチが切 り抜 きに よって構成す る欄 は 《新聞の

頁か ら》(llocTpaHzUaMra3eT)お よ び 《出版 界 だ よ り》(「1'oxKMneqaTH)と

よば れ て い ま した 。 そ れ らは毎 日紙 面に載 って,《 サ マ ー ラ新 聞》 の 注 目を 浴

びてい る欄 で した。彼 はまた毎 日 《記砥 と素描>>一(OqePKHvaHa6POCKva)を 書 き

ま した 。」

ゴ ー リキイ は サ マ ーラに移 る1年 半前 か らヴ ォル ガ地 方 の新 聞 に関係を もっ

ていたが,そ れ は もっぱ ら文 芸 創 作 の寄 稿 者 としてであ った。 しか し,こ こで

は,文 芸 家 と してば か りで な く,専 門 的 ジ ャー ナ リス トと して評 論活動 を開始

す ることになった。サ マーラ滞在 の14カ 月(95年2月 か ら96年4月 まで)の あ

い だ に,彼 は 《サ ・マー ラ新 聞》 紙 上 に約30篇 の短編 小 説 と詩 篇 の ほか に,上 記

の 《記緑 と素 描 》 欄 に 約440の 時評 的小 品論 文 を発 表 して い る。 さ らに,95年

(1)E.HBaHoBa.《MononofiroopbKH茸 》.Bc6.《M・ropbKH茸BCaMape》 ・

ハへ.1937。C.221～222.'
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7月14日 以 降 は,辞 任 した グ ーセ フ(C.ryceB)の あ とを 引 き継い だ 《ち ょっ

と一 言 》(MemnynpoqvaM)欄 の185篇 と,独 立 した 主 題 の8篇 の小 論文 を 加

えな け れ ぽ な らな い。また,一 一時 的 に で は、あ るが,95年 秋 に は 数 週 間 にわ た っ

て ゴー リキ イが編集者 としての仕事 を代行 してい る事実 もあ る。

新 聞社に おけ るゴー リキイについてイ ワーノヴ ァは語 ってい る。 「彼は きち

ん と9時 前 に 出社 しま した 。机 につ い て 郵 便 物 に 注 意 ぶか く眼を とお してか

ら,仕 事 に と りか か る の で した 。 彼 の もとには よ く訪問者があ りま した 。時評

作者 を訪ね る人の常 と して,さ ま ざま な横 暴 に た い す る苦情 を携 えて くる労 働

者,勤 め人,一 ・般 に 貧 しい人 々を,ア レクセ イ ・マ クシ モ ー ヴ ィチはいつ で も
ロ 　

うちとけた態度で,丁 重に応待するので した。」

ゴーリキイは,新 聞における自分の任務を,あ らゆる無権利の状態に苦 しむ

「小 さい人 々」の権利を擁護 し,地 方都市の小市民社会に よどむ悪習,不 正,

生活の崎型化を摘発 し批判することとして理解 した。社会時評的活動は,全 ロ

シャ的規模において社会生活に派生するもろもろの現象を広汎に,本 質にまで

深 く洞察 し,そ れを土台に緊急の課題を選択 し,即 時に解答を与えなければな

らない。したがって,若 きゴーリキイは当面の問題の解決にあたって,し ぼ し

ぼ逡巡 ・動揺をも体験 しなければな らなかった。こ うした時期に,コ ロレンコ

の存在は ゴーリキイに とってかけがえのない貴重なものであった。

当時を回想 しなが ら,ゴ ーリキイは書いてい る。彼が新聞において社会時評

活動を始めた とき,「 コロレソコは手紙を よこして,私 の くだ らぬ仕事ぶ りを
く　　

嘲 笑的に,感 銘 ぶか く,厳 格 に,し か し つ ね に 親切 に 批 評 して くれた。」

ゴー リキ イと コロレソコの,30年 に及 ぶ 交 友 の全 期 間 を通 じて,サ マ ー ラ時

くの

代にもっとも多 くの書信が交わ されている。

(1)TaM》Ke.c.222.

(2)《B.r.KoponeHKO》.M.ropbKH最=Co6paHHecoqHHeHH勇BTpHAUaTH

ToMax.ToM15,IVSocKBa,1949～1955,cTp42.(以 下C.c.,T.15.c.42と

略 記 す る。)

(3)こ の 時 期 に は,こ こ に掲 げ た もの よ り も多 くの 書 簡 が 交 わ され た よ うで あ る。 ゴ

ー リキ イ は 回想 記 の なか で 「… … それ は よい 手 紙 だ った 。 しか し,家 宅 捜索 を うけ

た と き,憲 兵 に 没 収 され た。 そ して,そ れ は他 の コ ロ レ ン コの手 紙 と と もに な く 軒

傷
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ゴ ー リキ イ か ら コ ロ レ ソ コ へ

3月 初 め(25頁)

3月15日(27頁)

4月12も し くは13日(29頁)

4月20日 頃(33頁)

4月 末'(35頁)

6月23日(40頁)

7月 上 旬(以 下 次 回)

7月7～10日

8月 初 め

8月10～11日

10月3日

(25)

コ ロ レ ソ コ か ら ゴ ー リキ イ へ

1

2

3

4

5

3月22日

4月15日

4月23日

5月12日

7月4日

6.8月7日

7.10月19日

(26頁)

(31頁)

(33頁)

(39頁)

(43頁)

ゴ ー リキ イは サ マ ー ラか ら コ ロ レ ソコ宛 の第1信 を,彼 が この 町 に到 着 して

日 も浅 い3月 初 めに 書 い て い る。 この手 紙 のなかでう ゴー リキイは 「出版者は

仕事 を愛 してい て,銭 惜 しみ しませ ん 。検 閲 ば 今 の ところ緩やか です 。編集長

アシ ェシ ォフは非常 に賢明で精力的 な人の よ うです 。」 と書いて,新 しい 環 境

に た い して一 応 好 感 を抱いてい る様子 を伝 え るとともに,次 の よ うに コ ロ レ ソ

コか らの助 言 と援助 とを求 めてい る。

「私は 《記砥 と素描》を担当 してい ます。あなたのお考 えを聞かせていただ

け ませんか,事 件 の取 り扱 い方 は いか が で し よ う?事 件 の価 値 自体 は?調 子

は?も っ と生 き生 き と書 か なけ れ ぽ な らない,と アシ ェシ ォフは 言 い ます 。

私 は努 力 してい ます。 しか し,ど うや ら,こ れ は 私 の 専 門 で は な い よ うで

す 。 ときどき,俗 っぽ い,冷 笑 的 な 例 の 《うち の母 さん の息子》 風の調子

に 落 ち こんで しまいそ うな気が します。

そ うではあ りませ んか?抑 制 して み ます 。す る と結 果 は ぱ っとしませ

*な つ て しま つ た」(C .c.T.15)と 書 い て い る。 ま た,コ ロ レ ン コの あ る手 紙 に は

「前 の 二通 の ほ か に,さ らに何 か 書 い た との こ とで す が,私 は 受 け取 って ませ ん 」

(A.M.ropbKvatiHB.r.KoponeHKo)と あ る。
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ん 。

あ な た の助 言 と批判に よって私な らび に 新 聞を援 助 し て くだ さるよ う,切
くの

に,切 に お 願 い い た しま す 。」

ゴ ー リキイは,社 会 時 評 の意 義 を高 く評 価 し,自 分 の 責 任 を強 く感 ず る と と

もに,こ の 責 任 を充 分 に 果 た し うるか ど うか に不安 を も抱 いていた。彼 の前 に

は,望 ま しか らぬ 悪 しき見 本 と して,《 ニ ジ ェゴ ロ ド通 信》 の 《うち の母 さん

の息子》が立 っていた。 この風変 りな筆名の もとに,後 年 の有 名 な保 守 派 の社

会 評 論 家 ブラス ・ドローシ ェヴ ィチ'(Bllac江opo皿eBHq)が,そ の文 筆 活 動 の 出

発 を始 め て いた 。 ゴー リキイは,彼 の時 評 の なか に,才 能 あ る人 間 も往 々に し

て落 ち こみがちな地方新聞 特有 の悪弊を,読 者 に 婿 び,読 者 に甘 や か さ

れ,無 責 任 な放 言 に 終 始 す る傾 向 を 見て と り,こ う した 陥 穽 に 落 ち 入 らな い よ

うに 強 く自戒 していた。 コロ レソコも,そ の 返 信 の なか で,ゴ ー リキ イ の時 評

文 につ い ては 「私の見 ると ころでは悪 くは あ りませ ん …… しか し,や は り事 件

を 偶 然 的 に で は な く体 系的に選択 し,も っ と簡 潔 に,も っ と表 現 力 に 富 む 強調

され た調 子 を もつ よ うに しな さい。 しか し,そ れ に して も,悪 くは あ りませ ん

よ。」 と評 す る とと もに,「 有 名 な 《息子 》 の調 子 は,も ち ろん,で き るか ぎ

り避 け なけ れ ぽ な りません。彼 は疑 いな く才能 あ る人です,し か し,模 倣 のた
く　　

めの手本としてはもう全然無益です。」 とつけ加えている。

コロレソコの適切な忠告と厳正な批判を汲み取 りなが ら,ゴ ーリキイは社会

時評家として急速に成長 し,地 方新聞のなかにこれまでは見 られなか った,新

しい要素を注ぎこんだ。 ロシャ各地の出版が彼に 与 え る豊 富 な資料のなかか

ら,彼 は特別な注意をは らって,勤 労者に対する不当な圧迫,専 横,搾 取を,

商店の 《小僧たち》に対する冷酷な仕打等々をとりあげ,こ うした類の事件を

分 類 しな が ら,歯 に衣きせぬ調子で痛烈な批判をおこなった。 ゴーリキイに

よれぽ,新 聞は 「は りねずみのよ うにち くち く刺 して」,「 金槌のように石頭

をぶち砕かなければな らない」のである。ゴーリキイの激 しい論調は地方都市

(1)《A。M.ropbKH直HB.M。KopoπeHKo》M.,1957.c.26～27.

(2)TaM}Ke.c.30.
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の単調 な仮睡をゆすぶ り覚 ま した。 コロレンコ宛第2信 の なか で,ゴ ー リキ イ

は,彼 の時 評 に た い す る反応 に つ い て次 の よ うに報 告 している。

*
・「きっと,こ の手 紙 と と もに 《サ マ ー ラ 報 知》 をお受取 りの ことと思 いま

す。 私た ちの新聞に対す る二つ の謳告 と,あ る不 幸 な売 春 婦 に対 して の も

の が載 ってい ます。 《C.B.》(サ マ ー ラ報 知)の 出版 者 は貴 族 で,地 方 貴 族

団長 の レウ トフス キ イで す。

こ うい う大変 な奴 と悶着 を起すのは おわか りで しよ うが 厄 介な こと

です!

県 知 事 の と ころへ,市 長 と,そ れか ら市 会 議 員 の代 表 で なん だか腹黒そ うな

男 が編集局の ことで苦情を言いに行 きま した。知事 は アシ ェシ ォフと コスチ ェ

ー リンを喚んで
,お ど しま した 。

あ くる 日,《C.B.》 に は 同 封 の 謳告 が 現 われ ま した,現 在 出版事 業 監 督 局
くの

への然るべき書類が知事によって作成 されているところです。」

ゴーリキイは新聞の時評欄を担当するばか りでな く,日 曜版のための文芸小

品に も責任を負おなければな らなかった。当時,地 方新聞の 日曜版はなにか教

訓的な短編小説に よって飾 られ るのが通例であ り,そ れはほとん ど不文律のよ

うに,万 事具合 よく,幸 福な結末をもつ軽い読物であるのが常であった。

このような 日曜文芸欄の読物 としてゴーリキイが発表 した ものは どのような

内容の ものであろ うか?

2月26日,《 サマーラ新聞》に ゴーリキイの短編小説 「結着』(BHBOA)が 掲

載された。この短編の内容 となっているのは,戦 懐すべ き農村の残酷な風習で .

ある。 炎天下の,埃 りっぽい村の路上を,馬 車のながえに縛 りつけ られた

(1)ropbKH負.C.c.,T.28,c.8.

ee《サ マ ー ラ報 知 》(CaMapcKvatiBecTHHK)-1883年 サ マ ー ラ市 で 発 刊 さ れ た 日刊 新

聞 。 新 聞 の 出 版 主 は 地 方 貴 族 団 長H。K.PeyTOBCKHnで あ り,最 初 は凡 俗 な市 内

時報 を伝 え る にす ぎな か った が,1894年 末 か らマ ル クシ ス トが 参 加 す る よ うに な り,

1896年 末 に は マ ル クシ ス トた ち(rI.n.MacnoB,A.A.CaHHHそ の 他)に よ っ

て編 集 され る よ うに な っ た。 ゴー リキ イが サ マー ラに い た 時代,こ の新 聞 は,作 家

の 表 現 に よれ ば,「 《イ デ オ ロギ ー 的 》 に相 違 す る とい うよ りは,競 争 意 識 で 敵 対 的

で あ る ら しい 」 《サ マ ー ラ新 聞 》 と激 しい論 争 を お こ な った。(M.rOPbK曲.《O

rapHH・IVivaxaVanoBcKoM>>.C.c・,T.17)。
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若 い,ほ とん ど裸 に近 い姿 の 女 が 引 きず られ る よ うに歩 いてい る。馬車に乗 っ

た 屈強 な男が彼 女の頭 に脊に鞭をふ る う。女や子供たちが列をな してその後に

つづ き,血 と泥 に まみ れ た女 を 嘲 笑 し,罵 倒 し,石 を投 げつ け る。 これ は 《結

着 》 と よぼれ るところの,姦 通 した女 に た い す る制 裁 の光 景 であ る。

次 週の3月5日 に は,か の有 名 な 『鷹 の歌 』 の初 稿 で あ る 『黒海にて』(B

ilePHOMOPbe)が 発 表 され て い る。

エ メ リヤ ソ・ヤ ロスラーフスキ イ(EM.fipoc.1[aBcKvati)は 後 に な って1941

年6月18日 の ゴ ー リキ イ記 念 の 夕に お い て次の よ うに語 ってい る。 「1895年,

レー ニ ンが ペ テ ル ブ ル グで 《労 働 階級解放斗争同盟》を組織 していた とき,ゴ

ー リキ イ は サ マ ー ラで,地 方 新聞 に 『鷹 の歌 』 を 不挽 の斗争へ と呼 びかけ

る,か って 知 らない 力 に み ち た作 品を発表 した。わ れわれ,当 時 の労 働 運 動 の
くユ　

参 加者 はr鷹 の歌 』 を 数 百万 部 を刷 った ものであ る。」

だが,ゴ ー リキ イの作 品 が数 百 万 部 も出版 されたのは20世 紀 に 入 って か らで

あ り,こ の時 代,90年 代 なか ばに お い て は,ゴ ー リキ イは ま だ 自分 を きわ め て

孤 立 した存在 と感 じていた。彼が働いていたのは,本 質 的 に彼 に は 無 縁 な 自由

主 義 的 人 民主義者の世界 であ った。

コロ レソコ宛第2信 の なか で,ゴ ー リキ イは,編 集 部 の委 託 を 受け て,《 サ

マ ー ラ新 聞》 の た めに 復 活 祭 特別号 の短 編を与 えてほ しい と頼んでい る。 しか

し,コ ロ レ ソコは,3月22日 付 の 返 信 の なか で,「 残 念 なが ら,復 活 祭 ま でに は

や は り何 も送 る ことがで きません,送 りた い とい う気持 は あ るの です が。 しか

し,今 の と ころ,私 はす でに 手 をつ け た仕 事 に 忙 殺 されています し,一 般 に,

復活祭小説を どうしてかずっと前か ら書かなかったのです。(ヨと答えている。

当時の新聞に とって,復 活祭と降臨祭 の特 別号 の小説は不可欠の ものであっ

た。コロレソコの拒絶の結果,ゴ ーリキイに特別号のための小説制作の責任が牽禰

課せ られた。3月31日 と4月1日 の2日 間,彼 は 《記砥 と素 描 》 の 仕事 か ら解

(1)《BegepHflHMocKBa》,1941,19vaK)Hfi.H.rpy3双eBの 論 交 《M.ropbKMti

BCaMape》 に 引 用 き れ て い る 。

② 《A.M.ropbKHtiHB.r.KoponeHKo》.c.29～30.
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放 され,創 作 に専 念 す る こ とに な った 。

4月2日 の復 活 祭 特 別号 には,ゴ ー リキ イ の 短 編 小 説 『筏 の 上 で』(恥

naOTax)が 掲 載 され た 。後 年,彼 は この小 説 の発 表 の時 を 回想 して,そ れ に 《

復 活 祭 小 説》 とい う副 題 をつけた ことには多分に皮 肉な気持 があった と語 って

い る。 ゴー リキイ と しては当然 の ことなが ら,た くま しい老 筏 師 を 主 人 公 とす

る この短編には,一 般 の復 活 祭 小 説 に共 通 す る感 傷的要素 がみ じん もない。

文芸創作 の仕事は新聞におけ るゴー リキイの位置をいち ぢる しく強化 した も

の と思われ る。着任約4ヵ 月 目の6月 に は,彼 は す で に 《パ ス ヵ レロ》 そ の他

の 筆名の もとにか な り大 きな誠刺的論文を執筆 す るよ うにな ってい る。

ゴー リキイの新聞におけ る仕事にたい して注意ぶかい助言を与 える一一方,コ

ロ レ ン コは この才 能 あ る青 年 を地方紙で朽ち果 てぬ よ う,権 威 あ る中央 の大 雑

誌 に 発 表 の機 会を与 え るよ う努 力 していた。 ゴー リキイがまだ ニー ジ ェニイ ・

ノヴゴ ロ ドに滞在中に,コ ロ レ ソコは彼 か ら短 編 小 説 『あや ま ち』(0皿va6Ka)

の 原稿 を 受け 取 り,そ れ を 《ロシ ャ の富 》 の 編 集部 に送 った。 しか し,編 集 部

は コ ロ レ ソコの再 三 の催 促 に もかかわ らず,数 ヵ月 も放 置 した あ げ く,不 採 用

の 決定 と と もに原 稿 を 直接 ゴー リキイの もとへ送 り返 した。

4月12日 も し くは13日 に 出 され た と思 わ れ る ゴー リキイに よる コロ レンコ宛

第3信 は次 の とお りで あ る。

「尊 敬 す るウラヂ ー ミル ・ガラ クチオ ーノヴ ィチ!

私 は 侮辱 され た ら しい の で,あ なた に 訴 えた い の です 。

*蔚 帝 も

今 日,《 ロシ ャ の富 》 か ら 『あ や まち』 を受け取 りま した。

なん らの説 明 もな く,原 稿 紙 の上 の 鉛 筆 の跡 か ら判 断 す ると,こ れ は3分 の

1ほ ど も読 まれ なか った よ うです 。 これを読 んだ人は きわ めて鋭敏 な文学的嗅

覚を もってい るよ うです,わ ずか4,5頁 だ け で 原 稿 が 印刷 に ま った く適 さな

*《 ロ シ ヤの富 》(PyccKoeBoraTcTBo)-1876年 か らペ テ ル ブ ル グで 発 行 され て い

た 月刊 雑誌 。90年 代 初 めか ら この雑 誌 は 自由 主 義 的 人 民 派 の機 関誌 とな り,C.H.

KpHBeHKoとH.K.MHxatinoBcKHtiが 編 集 し て い た。1896年 か らはB.r.

KoponeHKOか 本 誌 の丈 芸 部 門 の担 当者 と して編 集 陣 に加 わ っ た。

eeee《あ や ま ち》(o田H6Ka)rOPbKHti .C.c.T。1に 収 録 され て い る。
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い と認 定 す るか らに は 。

『あ や まち』 につ いてのあなたの評価 を思い,自 分 で もそ の正 し さを確 信 し

つ つ,私 は この よ うな判 決 を 信用 で きません。

私 に は これが誤解の よ うに思 えます 。

この よ うな粗雑な形 式に よる拒 絶が私 を どんなに苦 しめ,悲 しませ たか,あ

な たに は 想 像 もで きな い こと で しよ う。

ほん と うに,こ の原 稿 は 欠 陥や 不 適 の説 明 の,2,3言 に も価 い しな い の で し

よ うか?

あ な た は こ うい う辛 い事 態 を 体 験 した ことがおあ りですか?痛 い ほ どだ っ

た で し よ う そ うで はあ りませ んか?で も,も しそ うだ と して も,あ な た

の も とで はそ うい う体 験 は遠い過去の ことで しよ うね 。

あなたに お願い したいのです ど うぞ,な ぜ 原 稿 が不 適 当 と認 め られ たの

か,調 査 してい た だ きた い ので す 。 『海辺 で』が送 り返 され た ときには,私 は

何 も訊 きませ んで した 。 こ うした代物 を送 った とい うことで恥 じ入 るのみで し

た。

どうぞ訊い てみて くだ さい,ウ ラヂ ー ミル ・ガ ラ クチ ォー ノ ヴ ィチ。
の

あ な た のA.ペ シ コ フ」

コ ロ レ ソ コは ゴ ー リキ イ の 依 頼 を た だ ち に 実 行 した 。4月15日,彼 は 《ロ シ

ヤ の 富 》 の 出 版 者 で 編 集 者 の ミ・・イ ロ ー フ ス キ イ(H.K.MzxatZaOBCKmb)に

次 の よ うに 書 き送 っ た 。げ

*「 海 辺 で」(YMop")一 印 刷 され ず,原 稿 は保存 されなかった。1933年4月10日.

この短編小説 について のM.A.rpy3neBの 質 問 に答 えて,ゴ ー リキ イは述べ てい

る。 「短編 「海 辺で』は おそ らく印刷 紙2枚(つ ま り32頁)ぐ らい の ものです。

《ロシ ヤの富 》編集部 は原 稿 を返 して くれ なか った。B.r.コ ロレ ンコはや は り こ

の小説 には冷淡 な態度 を示 しま した。 ヤー コヴ ィチが1901年 か2年 に 私 に言 いま し

た,私 の 原稿 を見 つけて読んだが,こ れは彼の気 に入 った,し か し,そ のなかでは

農 民 に たい して 《浮浪人》 をあま りに露骨 に極端 に優 越 させ て描 いてい る,と 。 原

稿 を返す と約束 したが,忘 れ て しまいま した し,私 もよ く記憶 してい ませ ん。15年

か16年 に私は この短編 の下書 きを何枚 か発見 し,そ れ で 「陽気 な男』(C.c.T.14

に収録 され てい る一 松 本)を ま とめま した。」

(1)ropbKvath.C.c.,T.28.c.10～11.
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*

r… … 以前 に 短 編 小説 『チ ェル カ ッシ』を採 用 した ごとのあるA.M.ペ シ

コ フが 私 に 懇願 してい ます 。 彼は 『海』 を送 りま したが一 失敗作 で した,そ

の 後 私 は彼 の 短編 小 説 『あ や まち』を送 りま した 。数 日前 に原稿を送 り返 され

て,彼 は ひ ど く悲 しん で い ます 。 私 はそ の 『あや まち』 を読 んでいたので,彼

に は この ことに関 して 不採 用 の理由について 自分の見解(仮 説 的 な)を 書 い て

や りま した 。 しか し,回 答 な しで 送 り返 され た こ とが,と りわ け,彼 の心 を傷

つ け て い ます 。私 に 宛て て,た とえ2,3言 で もい いか ら,一 筆 くだ さる と幸 甚

で す 。 私 は あ なた の拒絶の理 由を推察 で きる と思います し,こ れ は 彼 を納 得 さ

せ るで し よ う,で も,そ れ に して も,彼 は 若 干 の 注意 に 価 い します 。 ……私が

『あや まち』を送 ったのは,こ れ は 才 能が 光 り,例 外的 な題 材 では あ って も,
くユラ

力 強 く書かれてい るか らです 。」

同時に,コ ロ レ ソ コは ゴ ー リキ イに た い して も,次 の よ うに書 き送 った 。

「尊 敬 す るア レクセイ ・マクシモ ーヴ ィチ。

あ なた の希 望に副い ま しよ ううつ ま り,こ の手 紙 と 一 緒 に,H.K.ミ ハ イ

ロ ーフ ス キイに,短 編 小 説 『あ や まち』 に つ い て お よび拒絶の理由について数

言 言 って くれ るよ うに と書いてい るところです。あなたに言わ なければな らな

～・のですが,あ るい は,も っ と正 確 に 言 えぽ,繰 り返 さなけ れ ぽ な らな い の で

すが(と い うのは,以 前 に もこの こ とを 言 い ま した ので),私 の考 えで は,短

編 は力 強 く書 か れ て い ます,し か し,《 ロシ ャの 富》 編 集 部 の拒 絶 は,私 を あ

なた ほ どに は 驚 かせ ませ ん 。短編 の若干の 《重苦 しさ》,い わ ば,あ る程 度 動

機 づけ に 目的 性 が ない とい う欠 陥を見て,こ うした結 果 の 生ず る ことを 私 は怖

れ ていたではあ りませ んか,も しも記 憶 して お い で な ら,当 地 の広 場 を二 人 で

歩 い た ときに,私 は あ なた に こ う言 った はず です 。 もちろん,私 は この ことを

編 集 部 に は 書 き ませ んで した,や は り私 は 短 編が 印 刷 され る よ う望んでいたの

です 。 しか し,こ の領 域 に おけ るH.K.ミ ハ イ ロー フス キ イ の 見 解 を知 って

～・るので,あ なた の作 品 の この 面 が 妨 げ に な るか も知れ ない,と 私 は心 配 して

(1)B.r.KopoJleHKo.H36paHHHenHcbMa,T.3.
ee「 チェルカヅシ』小樽商大人文研究第20輯101頁 参照。
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い ま した 。彼 は短編全体に 目を とお した と思 い ます 。そ して,あ なた は私 が 付

け た 印 しを 見 た の ではないか と,懸 念 して い ます 。 なぜ な ら,私 は 短 編 を二 通

りの方 法 で見 たか らです。一度は鉛筆を持 って,も う一 度 は 鉛 筆 を持 たず に 寝

台 の上 で。いずれにせ よ,批 評 を 頼 ん でみ ます 。 編 集部 に 腹を立てた り,あ ま

り責 め た りしな い で くだ さい 。彼 らが どれ ほ ど仕事をかか えてい るか,想 像 も

で き ます まい 。短 編 は 無 駄 にはな りませ ん よ。ほか の雑誌に送 るな ら,ほ とん

ど確 実 に 掲 載 され ます 。 も しも,あ なたが ミハ イ ロー フス キ イ の 《苦 悩 の 天
を うき

才》(ド ス トエーフスキイ論)を 読 まれるなら,彼 が ドス トエーフスキイにた

い してさえ,論 理的心理的必然性を必 らず しも認め られない彼の形象を許す こ

とができないことを知るで しよう。あなたのあの短編には同 じ要素 が あ りま

す。あなたは,気 が狂いは じめている人間を とりあげ,彼 をすでに発狂 して し

まった人間と並べている。ここか ら原因が生ずる軋礫は完全に例外的なものと

な り,重 苦 しい授業の場面に教訓は不均衡であ り,そ して形象 と行動は あ

のように怖ろしい心理的袋小路にひ しめ く,こ の袋小路は,な ぜ これが こんな

袋小路であって広い道でないのか,必 らず しもす ぐに理解 されるとは限 らない

のでず。 《救護室》は一 すこし無理が感 じられ るし,精 神病(す なわち 《救

護室》)に 至る不可避的連鎖の一環 とはな りません。全体 として,ガ ルシ ソの
蔚**

『真紅の花』を思い起 させ ます,そ こではこの気分の形態が異常な浮彫的造型

と迫力 とをもって描 き出されています。こうした一切を私が これほ ど詳細に書

いているのは,私 が 口頭で伝えた評価のなかに,あ なたは,ど うや ら,私 の指

摘 した この側面に注意を向けていないようです し,第 二には,さ らに(私 が理

解す るような)失 敗の原因を説明す るためです。原因の発生す るところは芸術

の課題にたいする ミハイ ローフスキイの見解にあ ります,彼 に罪を負わすわけ

にはいかないのです。それか ら,今 一度繰 り返 しますが,も ちろん,短 編は力

*短 編 小 説 《0田H6Ka》 は 雑誌 《PyccKaflMbicnb》1895年 第9巻 に掲 載 され た。

ee*コ ロ レ ン コは 《MyqUTenbHbifiTanaHT》 と書 い て い るが ,ミ ハ イ ロ ー フ ス キ イ の

ドス トエ ー フ スキ イ 論 は 《>KecTKHtiTanaHT》(残 酷 の 天 才)で あ る。

eeeeee《Aπ 曲IIBeToK》 とコ ロレ ン コ は 書 い て い る が ,こ れ はB.M.rapl皿HHの

《KpaCHHthIIBeTOK》(赤 い花)を さす 。
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強 く書かれてお り,あ なた の他 の 多 くの 短 編 よ りず っとよ くまとまってい ま

す。 これは採用されると思い ます,そ の例外的な主題を この短編はやは り明晰
(1)

か つ正 しく発展 させてい ます。」

コロレソコの手紙にたい して,彼 の配 慮 と助 言 を 感 謝 しなが ら,ゴ ー リキイ

は4月20日 頃 の第4信 の なか に 「前 便 の失 礼 を お 許 し くだ さい。原稿を もどさ

れた ことでひ ど く気が滅入 り,極 度 に 重 苦 しい 気持 ち の ま まに,悲 しみ に 酔 っ
(2)

た よ うに書 きな ぐって しまい ま した 。」 と詫びてい る。 しか し,ち よ うど この

時 期,4月18日 付 の 《サ マ ー ラ新 聞》 の 《記 緑 と素 描》欄 で,ゴ ー リキ イが ミ

ハ イ ロー フス キ イの ネ クラー ソフ論 を と りあげ,《 偉大 な人 々が い か に論 争 す

る か 》(ICascCCOPfiTCflBe朋KHellrOAva)の 見 出 し の も と に,彼 の 論 文 に た い し て

(3)

かな り強い調子で否定的見解を表明 しだ ことか ら,コ 戸レソコのなかにあ らぬ

疑念と危惧を よび起すに至った。

4月23日,コ ロ レ ソ コは ゴ ー リキ イ に 宛 て 次 の よ うに 書 い た 。

「……昨 日,H.K.ミ ハ イ ロー フス キイか ら手 紙 を 受 け取 りま した 。彼は ま

った く仕事 で手が ふ さが ってい ます 。概 して 彼の批評は,私 が す でに 書 き

(1)B.r.Kopo"eHKo.Co6.coq、T.10.c.225～226.

(2)1>LropbKHilC.c.T.28,c.11.

(3)《KaKccopflTcfiBenHKHenHozLH》 の なか には,次 の よ うな一 節が あ る。 「… …

金 の ために仕事 を したが,そ の こ とで 不 滅の傑作 を 創造す る ことを妨 げ られ なか つ

た ところの,バ ルザ ・クについて の フ ランス人 た ちの伝 記的評論 を手 に して,ネ ク

ラー ソフについての ロシ ヤ人 の回想記 と比較 してみたま え。 前 者 において,主 と し

て文 学者バ ルザ ックについて書かれ てい るのを 諸君 は見 るで あ ろ う し,後 者 にお い

ては,賭 博 好 きで,海 狸 の毛皮 の 襟 のつい た外 套 を着 てい るネ クラー ソフについ て

語 られてい るこ とが明 らか とな ろ う…… 諸君 の眼 にい きな り飛 び こんで くるのは,

回想の対象で あ る人物 の性格 の暗い,不 快 な面 につ いて公衆 に語 るこ とを忘れ ま い

との願 望で あ る。 そ して,こ れはH.K.ミ ハイ ローフスキイの ご とき,巨 大 な疑

いな く高度 な精神文 化 を もつ人 に さえ見 られ るので あ る。 慣 例か!だ が,公 衆 に

とって は指導者 にたいす るこの よ うな態度が,ど うや ら,気 に入 って,い い気持 ち

が す る ら しい。 なぜ な ら,公 衆は彼 にたい してか って一言 も抗議 しなか った し,抗

議 してい ないか ら。 この墓 あば きは,そ のなか に巨大 な人物で はあ って も,心 に汚

点 が ない わけで はない人物が横 たわ ってい る ことを思い起 こさせ よ うとい う目 的 の

ゆえ に,公 衆 に とっては気 持 ちが いい のだ。 われ われは ほか な らぬ心 の汚 点 につ い

て想起 させ よ うとい う目的 を も6て 語 ってい る,な ぜ な らこの似非 考古学 の なか に

他 の 目的 を見 るこ とがで きないか ら.哀 れ なロシヤの巨人 たち!み じめな ロシヤの

公 衆!」
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送 った の とほ ぼ 一致 します 。あ の短編小説 は 目的性が な く,二 人 の狂 人 の心 理

は 作 為 的 で あ る と,彼 は 見 て い ます 。 『チ ェル ヵ ッシ』は,き っ と,9月 の 小

冊 子 に 載 ります 。 《作 者 は 疑 いな く才能を もってい る,と ミハ イ ロ ーフ ス

キイ は書 い てい ます,力 強 い,し か し,う つ ろな空 地 で腕 を振 り廻 す こ と

は,力 強 い もの が あ る とは い え,意 味 が な い 。》 彼 は あ なた が 若 干の作為 性,

冗 長 さ,《 デ ヵ ダ ソ派 の徴 候 》(『 海 』や 『あ や まち』 の よ うな)を 脱 却 す る

よ うとの希 望 を 表 明 してい ます 。 ミハ イ ローフス キイの返事 は こ うです,一

彼 は つ ね に若 干 厳 しす ぎ るが,そ こには 多 くの 真 実 が あ ります 。

と ころで,あ なた は この 厳 しさの ゆ えに ミハイ ローフスキイにたい してす で

に 先入 主を もっておいでですね。実 をい うと,私 は,あ な たが ミハ イ ロー フス

キ イに つ い て書 いた ことを,す こ し悲 し い 気 持 ち で 読 み ま した 。 《ロシヤ

の 富》 編集部にたいす るあ なたの個人的不満 と時を 同 じ くした のですか ら,な

お さ らの こ とです 。一 般 的 に も(社 会 的活 動 家 の生活 は,こ れ に 反対 して 何 と

で も言 うが いい とい う形 を とる ものです)特 殊 的 に は ネ クラ ー ソフに 関 す

る ミハ ローフスキイの論文にたいす る態度において も,あ なた は 完 全 に まちが

っ てい る と,私 に は思 わ れ るの で す 。 ミハ イ ローフスキイが,あ なた の 述べ て

い る よ うな,あ の伝 記 的 特徴 を発 掘 した の で はあ りませ ん。 この ことについで

*骨

はす でに完全 な文献 があ ります 。 ミナ ーエフがか ってほか な らぬ この テーマヘ
ポをぜ

の 皮 肉 な 《パ ロデ ィ》 を 書 い た し,ジ ュ コ ー フ ス キ イ と ア ソ トー ノ ヴ ィチ が ネ

eeミ ハ イ ロ ー フ ス キ イ の ネ ク ラ ー ソ フ に つ い て の 回 想 記 は 《JIHTepaTypaH》KH3Hb》

の 表 題 で 《PyccKaAMHcnb》 誌1891年 第4巻 に 掲 載 さ れ た 。

rve*ミ ナ ー エ フ(nMHTpHVa双MHTpHeBurMHHaeB
,1835～1889)一 一 詩 人,翻 訳 家

,《HCKpa》 の 協 同 者,コ ロ レ ン コが い う ネ ク ラ ー ソ へ の 《パ ロ デ ィ 》 と は,MHHaeB

の 詩 集 《nogMblHnecHH》(Cn6.1869)の な か に あ る 《necHHEpHy田KH》 の こ

とで あ る。

球苦*ジ ュ コ フ ス キ イ と ア ン ト ー ノ ヴ ィ チ>KyKoBcKH益iOpHtiraaaKTHoHoBvaq

(1822～1907)とAHToHoBHqMaKcvaMAneKceeBva9(1835～1918)は 雑 誌

《CoBpeMeHHMK》 の 協 同 者,コ ロ レ ン コ は,ア ン ト ー一一.ノヴ ィ チ の 論 文 《JIHTepa-

TypHHeo61、ficHeHHHcHeKpacoBh[M》 と ジ=コ ー フ ス キ イ の 論 文 《Postsc「iPtum.

CoAeP》KaHHeHnPorPaMMa《OTeqecTBeHHblx3anzcoK》3anpoulnHit

ron》 が 収 め ら れ て い る,《MaTePHaπbl双 朋xaPaKTePHcTHKHcoBPeMeHHoth

pyCCKOtirmTepaTypbl》(Cn6.1870.)を 考 慮 して い る 。
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ク ラー ソフに 反 対 す るパ ソフ レ ッ トを書 いた し,数 多 くの卑 劣 な攻 撃 が あ った

の で す 。 ミハイ ローフス キイは,こ れ を否 定 す るか,あ るい は 故 ネ ク ラ ー ソフ

の 肖像 か らす っか り手を 引 くか しな けれ ばな らなか った。前 者は嘘にな るであ

ろ うし,後 者 は 中傷 に 自由 な場 を与 え る ことに なる。彼 は 第 三 の 道 を 選んだ

一 彼 はあえて真実を認め
,故 人 の記 憶 を彼 の活 動 の他 の側 面に よって擁護 し

た のです 。いず れに して も,否 定 的 側 面 の無 益 な 《発 掘》 へ の非難は全然的は

ず れ です。繰 り返 していい ますが,あ な た の 記述 の この場所 に 出会 うのは私 と
くユ　

しては とて も不 愉快 で した,と りわ け 現在 。」 この書 簡 に は さらに次の よ うな

追伸が あ り,コ ロ レ ソ.コは ゴ ー リキ イに文 筆 人 と しての 自重 を求 めている。 「

追伸。 ささやか な忠告に腹を立て ないで くだ さい,い わ ば,aproposで す 。

私 はす で に新 聞 に10年 間 も執 筆 して い ます 。 そ の あ い だには幾度 も個人的性質

の出版物 に よる攻 撃を よび招 くことに な りました。私は活字に な った ことを悔

・い る気持 ちに な
った場合の ことを記憶 してい ませ ん。編集部へ送 る前 に,私 は

い つ で も,私 が 書 い て い る人 を 目の前 に浮 かべ,印 刷 に 付そ うと してい る こと

・の 内容 を彼 の 目の前 で語 ってい るよ うに想像をめ ぐらしてみ ま した 。 もしも,

想 像 力が す べ て を 喜 ん で繰 り返 すだ ろ うし,と きに は も っ と激 し く言 い さ えす

るか も知れ ない,と さ さや くな ら,一 私 は 原 稿 を 送 りま した 。 も し も,反 対

に,面 と 向か った な ら,あ れ これ 柔 らげ る とか,打 ち消 した い 気 持 ちを感 じた

な ら,私 は即 坐 に 修正 しま した,な ぜ な ら,印 刷 物 に お い て は,個 人 的 関

係 に お け る よ り以 上 に 正当 さ,慎 重 さ,デ リカシ ーが な くて は な らないか らで

す 。」

この手紙への返 信において,ゴ ー リキイは コロ レ ソコの 忠 告 に深甚 の謝意を

表す るとともに,自 分 の本 意 を 説 明 し,さ らに,ミ ハ イ ロ ーフる キ イの 見解 に

た いす る反論につい ては安易な妥協 を許 され ない文学 上の論争 と して 自分の見

解 を強 く主張 してい る。す こ し長いが 全文 を掲げ よ う。

「貴 翰拝 受。心か らお礼申 し上げ ます,ウ ラヂ ー ミル ・ガ ラ クチ オ ー ノ ヴ ィ

(1)B。r.KopoJleHKo.co6coq.T.10.c.227～228.
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チ 。 あ なた が 私 を よ く見ていて くだす って,こ ん なに よ く,こ ん なに率 直 に私

の 誤謬 を指 摘 す る労 を とって くだす って,私 は 嬉 し くて な りませ ん 。

とは い え,こ の 場 合一 私 の誤 謬 は,私 が 論 評 を 植 字か ら外 さなか った とい

う点にのみ あるの です,あ の よ うな形 であ の 論 評が 現わ れた のは,《 ロシ ヤ の

富 》 か らの手 紙 を私 が 受け取 った翌 日で した。新 聞の大組 版割付 の さいには私

は編集部 にいませ んで した し,ソ ロ グ ープ,パ ナ ーエ フ,ゴ ロ ヴ ァチ ェ ワお よ

ぶコ

び シ ェル グ ・一ノ ブ の 回 想 の 引 用 文 を 含 む ゲ ラ刷 り を 検 閲 が 抜 い て しま った こ と

を 知 りま せ ん で した 。

そ ん な わ け でH.K.(ミ ハ イ ロ ー フ ス キ イ 松 本 註)一 人 だ け が 残 され,

な ん と もば か げ た こ とが 一一一あ な た が 指 摘 され た よ うな 性 の 悪 い 性 質 の ナ ンセ

ソス が もち 上 っ た の で す 。

しか し,B.r.(コ ロ レ ソ コ ー松 本 註)信 じ て くだ さい,H.K.の 引 用 は

《P.B.》(ロ シ ャ の 富 松 本 註)編 集 部 へ の 私 の 不 満 に よ っ て よ び 起 さ れ

た の で ば あ りま せ ん 。

だ っ て 私 は,彼 が 『あ や ま ち 』 を 読 ん だ こ と を 知 りま せ ん,一 一反 対 に,私

は そ の 正 反 対 を 信 じて い た の で す 。 《P.B.》 か らの 手 紙 に は トポ ル ニ コ フ と

か い う人 の 署 名 が あ っ た か らな お さ らで す 。 あ な た の 軽 蔑 が 私 に は 耐 え られ ま

せ ん そ れ を 取 りは ら っ て くだ さ い 誓 っ て 申 し上 げ ま す,私 の 良 心 に は

曇 りが な い の で す 。

そ して,問 題 の 本 質 に 関 して 数 言 述 べ させ て くだ さ い 。

《社 会 的 活 動 家 の 私 生 活 は,こ れ に 反 対 して 何 と で も言 うが い い と い う形 を

と る》 と あ な た は 書 い て い ま す 。 私 の 考 え で は,悲 しい 事 実 で す 。 神 へ の 勤 行

の 秘 儀 を 群 衆 が ら隠 蔽 した 古 代 の 僧 侶 た ち は,公 衆 の 面 前 で た が い に 相 手 の 着

eeソ ログープ,パ ナーエ フ,ゴ ロワチェワおよびシェルグー ノフの回想 一1)《Bocn-

oMHHaHllflrpaΦaBJIa双HMHpaA,πeKcaH双poBHqaCo,πory6a》Crl6,1887;2)

naHaeBH.H・,《nHTepaTypHbleBocnoMHHaHHflHBocnoMHHaHHHoBenHHc-

KoM》.Cn6.1876;3)《BocnoMMHaHHHA.SI.roJIBaqeBoti(1"laHaeBoVa)》

(《14cTopHqecKoMBecTHHK》1889.No・No・1～3.に 所収);4)1皿enryHoBH.B..

《BocnoMHHaHHfi》,《Co6paHHecoqHeHHH》 第2巻,Crl6・1891,・
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物 を 剥 ぎ合 うわ が 文 学 者 た ち よ りず っと燗眼 であ った。公衆 の手 のなかにあ る

作 家の汚れた下着'こ れ は本 質 的 に 作 家 の理 念 と活 動にたいす る公衆の抗議

です 。公衆は卑劣です,そ して,公 衆 に と っては,彼 の教 師 や判 事 が 自分 自身

悪 党 で未 熟であ ることを指摘す ることが大いに好都合 なのです 。

さ らに,活 動 家 の 私 生活 の研 究 は 私 に と ってはつ ねに理解 しがた く,生

活 に お け る彼 の 役割 りと彼 の影 響 の度合の解 明には不要 の問題 で しよ う。わ が

「国の 《文学的 回想》 の性格 こそが 私の見 るところでは完全に節度を失
って

い ます 。回想 記作者は故 人の額に しば しぽ 烙印を押 します 。 こんな ことは無 益

'です
。 生 活 この場 合 に は 正 当 で す,生 活 自身が 彼 に 烙 印を 押 す ことが 必要

で す 。

だが,公 衆,公 衆 に よ る裁 判 は一 失 礼 です が 一 私 の眼には これは無価値

な ものです 。ま さに私 自身 もまた 《公衆》 です 。それに もかかわ らず,私 は彼

らが 嫌 い です 。 と き ど き,公 衆 の 深 奥 部か ら そ の腐 敗 した深 奥部 か ら

声が 起 ります 。あなたは,き っ と,そ うい う声 を よ くご存 知 で し よ う。現にそ

うした二 つ の声がい ま私の机 の上にあ ります。一つはほがで もないH.K.に

つ い て 語 っ てい ます 。 まず第 一 に,H.K.は 毫 緑 して,自 分 で 自分 の 《予 言 》

の な か に 踏 み迷 った,《 読者 》 とい う署 名 の あ る,生 っか じ りの マ ル クシ

ス トら しい 人物 の ものである声は こ う語 ってい ます 。それか ら,H.K.は ウ ォ

ッ トカを 飲 む一 一 著者 自身が ペ テル ブル グの面会 日に彼が酔 っぱ らってい るの

を見かけた 。あ らゆ る酔 い どれ と病 人の役割 りは無 条件 に害悪 である と,ノ ル
ぜを
ダウが証 明 した とか。そ して,そ れ ゆ えに ・マル クシ ス トに つ いてH.K.

が 書 い て い る こ とを ど うして信 ず る ことが で きよ う?彼 は 毫緑 して,ア ル コ

ホ ルに 浸 され てい る。 誓 って申 し上げ ます が,こ れ が この論 文 の ほ ん と うの意
*甚 蔚

味 なのです 。 この論文 は,ベ リ トフ氏 とKOが 文 学 に もち こん で きた,あ の

広 場 の言 語 で書 かれ て い ます 。 これは卑 劣で,汚 らわ しい 。

も う一 つ の ろぽ の 足 蹴は キエフ出身 の リュービチ氏 とい う人物 の もの です。

ee*NordawMax(1849～1923)ド ィ ッ作 家 。

柵 苦 ベ リ トフ氏 とKo-BenbToBはr .B.nnexoHoBの 筆 名,Koは 不 明 。
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こちらはす こしばか り清潔で客観的であろ うと努めています。彼は攻撃 してい
キ

ま す 一一一H.K.ば か り で な く,ト ル ス ト イ と チ ェ ー ホ フ に も,イ ワ ー ノ ブ と

をを

プロ トポ ーポフに も喰 ってかか ります。すべ て これか らの人 々は 《公衆をあ ざ

む き》,彼 らは 《ず っ と以前 に 自己 と真理 への信頼 を失 った》,そ して 《冷 淡

な,偽 りの 言 葉 に よって 生 活か ら消 え失せた理解 と,生 活 に 見切 りを つけ られ

た 理 念 に ついて語 ってい る。》 と。

いかな る思想が この紳士を して こんな悪 ふ ざけ を書 くよ うに仕 向け たのか,

私 は 知 りませ ん 。私 が 見 るのは 思想ではない一 見 るのはただ何かのために人.

々を 侮 辱 し竃 うとい う願 望 の み です。だが何のためにか や は り知 りませ

ん。 これはすべ て卑 劣です。

と くにH.K.に つ い て 。彼 の ネ クラ ー ソフ論 の なかで私を腹立たせた のは

この ことです 彼は論文 においては冷淡 で,節 度 が な い 。 《わ た く し,ミ ハ

イ ロー フス キ イの若 い 魂 に ネ クラーソフに よって加え られた侮辱》 か れ,

ミハ イ ロー フス キ イが,か れ,ネ ク ラ ー ソフにつ いて 語 る到 る ところに,こ れ.

が 透 け て見 え ます 。 彼 は 《ネ ク ラー ソフの私生活が私を 困惑 させ た》 と告 白す

る。何のた めに彼は ネ クラー ソフの敵た ちに反対 しなが ら,こ の ことを告 白す

るのか?概 して,何 の た め に 彼 は あ れ これ と告 白す るのか?

そ の よ うな告 白は 一一かれ,ミ ハ イ ロ ー フス キ イを よ く描 い て い る けれ ど

も,ネ クラ ー ソフの魂 の まわ りに い っそ う濃 い影 を落 とす ことにな ります 。

私の心を傷つ けた のは この調子 です,私 は そ れ を 意 識 しつ つ,論 評 を書 きま

した 。わ が 文学 に お いては似非考古学が慣 例 となって,ミ ハ イ ロー フス キ イ ざ

えそ れ を避 け なか った,と 私 は述 べ ま した 。

お 許 し くだ さい,私 は あ なた を うん ざ りさせ てい ますね?よ しま しよ う。

親愛 なB.r.,私 のH.K.に た い す る反 対行 為 が 故 意 の もの であ る と の疑

acイ ワノーフ(HBaHoBHBaHHBaHoBHq-1862-1939)一 文学史家,批 評家,後 に

反動家 とな ったが,当 時は自由主義的傾向を もっていた。
*ec'プ ロ トポ ー ポ フ(npoTononoBMIixaHnAπeKceeBHq-1848-1915)自 由主義

的傾 向 の文 学 批評家。90年 代 に 《CeBepHhlPtBecTHHK》,《PyccKoeBoraTcTBo》,・

《PyCCKaflMbicnb》 で活動。
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念 を 取 り除 い て くだ さい 。 も しあ なたが取 り除いて くれ ない と,私 は 苦 し くな

るで しよ う。 ほ ん と うに,私 はそ うした 処 罰 に価 い しな い のです。 これは死刑

です なぜ な らこれ はあ なたか ら出たのですが,私 は あ なた を敬 愛 し,私 に

た い す るあ なた の態 度 を 大 事 に してい ます。私は とて も孤独で,人 生 へ の 理解

が 足 りませ ん,あ な た だ けが 私 に 親切 な態 度 を示 して くだ さってい ます。そ し

て私は,私 に た い す るあ な た の 見 解が 損わ れ る ことを怖れ ます。それを,あ な

た の見 解 を よ く知 らない の ですけれ ど。

さよ うな ら。御家族に よろ し く。

あなた のお写 真を待 って お ります。
(1)

あなた を尊敬 す るA.ペ シ コフ」

ゴ ー リキ イの この手 紙 を 読 んで,コ ロ レ ン コ は,5月12日 付 の 返 信 の なか

で,ゴ ー リキ イに よ る ミハ イ ロ ー フスキイ批判の執筆の動機にた いす る疑惑を

「入いに喜んで撤回す る」 と述べ てい る。 しか し,問 題 の 本 質 に 関 して は,「

故 人 の私 生 活 上 の 欠 陥 を発 掘 する ことには問題が あ るが,一 般 に 周 知 の,印 刷

物 に よ って検 証 された 事 実 に 眼をふ さ ぐことには もう一 つ問題が あ る」,さ ら

に,ベ ー コ ンを例 に と って,「 哲学 は彼 に 一 般 的 沈 黙 を要 求 す る権利 を与 えな

い」 として,コ ロ レン コは 自分 の見 解 を保 持 す る旨を表 明 してい る。 ここに現

わ れてい るゴー リキ イと コロ レンコの見解の相違は,ゴ ー リキ イの そ の後 の成

長 と と もに,両 者 の あ い だ に お け る思想 お よび文学創作 ・評価の諸原則に関す

る大 きな相違に発展 してゆ く。 しか し,そ れ は90年 代来 以 降 の こ と。 い まは コ

ロ レソ コの書簡に もどらなければ な らない。 コロ レンコは,ゴ ー リキ イの手 紙

の なか に あ る彼 の 《公衆》 にた いす る態 度に注 目した 。

「……あなた はなんだか元 気が な く,お 手 紙 の なか で サ マ ー ラの 住 民 を一括

して罵倒 してい ますね。お よ しな さい,ア レクセ イ ・マ クシモ ー ヴ ィチ 。 どこ

にで も人はい ます,ど こに で もサ マ ー ラに い る の と同 じ人 々が た く さんい ま

す 。そ のかわ り,サ マ ー ラの なか に も,よ く注 意 して ご らん な さい よ,た だ し

(1)A.M.ropbKH跳HB.r.1くopoJleHKo.c.36～38.
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私 とあ な た の 救 いに な るよ うな人間が い ます 。 しか も,多 数 の なか に も,

非 常 に,非 常 に 多 くの 尊敬 すべ き人 々が 散在 してい ます 。だが,重 要 な ことは

多 数 とはそ うい うものであ り,そ うい うもの と して と らえ,こ の 社 会 の な

か で 自分 の仕 事 を 自分 でお こな う必要 があ るのです 。あま り多 く語 る ことは,

とき と して,な に も語 らな いに 等 しい 。環 境 を非難す ることは 同様 に,風

に 向か って 言 葉 を投 げ つ け るに 等 しい。 もしもあなたが時折忠告せ よとい うの

な ら,印 刷 物 に おい て も この調 子 を避 け るよう,私 は心 か ら忠 告 いた した い 。

私 とあ なた は,他 の人 々の あ い だ に あ って,邪 悪 な考 えを もつ 人 々に反 対 し,

立 派 な考 え を もつ 人 々の た め に 斗か いつつ あ る人間です。他 の人 々は別の環境

の なか で同 じことを してい ます。新 聞を残余 の世界に,自 分 を 俗世 間に 対 置 し

て は い け ませ ん,一 般 に そ うい うこ とです 。 こ うした一切は きわ めて緊密に結

びつ いてい ます 。皮 肉,颯 刺,不 満 さ え これ は すべ て 当 然 の 武器 ではある ,

が,こ の すべ て は 一一定 の場 所 に命 中させ,過 度 に 広 く散 らば さな い よ うに しな
くめ

けれぽ な りませ ん……」

コロ レソコの この手 紙への ゴー リキイの返信 は,1ヵ 月 半後 の6月23日 に な

っ てか ら書 か れ て い るが,こ の間 の事情 は ゴ ー リキ イが5月20日 頃 に ニ ー ジイ

・ノ ーヴ ゴ ロ ドに3日 間 滞 在 した ことに よ って 説 明 され よ う。彼 は コロ レソコ

を直接 訪問 し,度 々の貴 重 な助 言 に つ い て 謝 意 を述べ,さ ま ざ ま な問題 に つ い

て 意 見 を 交 えることを企 図 していた もの と思われ る。 しか し,ニ ー ジ ニ イ ・ノ

ー ヴ ゴ ロ ドに彼 が 滞在 したのは
,「3日 間 だけ で,と て も忙 しい,厄 介 な仕 事

」 が あ った の で,コ ロ レソ コ訪 問 は実 現 しな か った。

上述 の手紙 のなか で,ゴ ー リキ イは書 い て い る。

「多 分,あ なた は 《C.r.》 の なか で パ ス カ レPと い う署 名 の三 つ の評 論 を

ご らん に な った で しよ う。 ・これは全 部罪深 い私なのです 。

私 は,そ の なか で,地 方 新 聞 を知 る ことに よ って 得た一切 の事柄を,心 を こ

め て,率 直 に書 きた か った ので す,新 聞 の致 命 的 な デ ィ レッタ ソチ ズムとそれ

が 社会に及ば す悪影響 を指 摘 しよ うと し,恐 ろ しい ほ ど多 くの,使 命 感 を もた ず

(1・)B・r.Kopo,πeHKo,C.c.T.10,c.229～230.
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これ は まだ い い ほ うです が 一 誇 りと良心 を もた ない 人 々が一 これ は正

に恐 ろ しい ことですが 新 聞のなかに這いず い こんでい ることを指 摘 したか

った のです。そ して,私 は す でに わ が 国 の新 聞界 の なかに多 くの悲 しむべ き事

実 が存在す るのを見ています 。私に とって これ は不思議 な ことです,私 は これ

を あ え て新 しい形 式 で一 《古い形式》だ と もっといいのですが,述 べ る

こ とを意 図 しま した 。 しか し,私 の意 図 は よか った が,作 品 は 駄 作 に な りま し

た 。

検 閲 が それを削 り,編 集 者 が 縮 め ま した 全 体 の調 子 を くず さぬ よ うに と
ロ　

の配慮か ら,重 要 な部分を多 く縮めてしまったのです。」

ここでゴーリキイが述べてい るのは,パ スカ レロの最初の仕事で,6月4日

ないし20日 に4回 連載 された調刺的論文 《地方新聞編集者の役を した数 日間,

(機 智に とむ人 々のためのすて きな主題。アメ リカ語か らの翻訳)》 について

である。 《古い形式》 とい う言葉は,お そ らく,19世 紀後半の偉大な調刺作家

シチ ェドリソの作品,と くに 『ペテルブルグの田舎者の 日記』を意味すると思

われる。シチ ェドリンの作品には夢のなかで大金を儲け,死 にかけ,せ っか く

手に入れた金を盗 まれ る夢を見 るとい う主人公が登場するが,ゴ ーリキイの作

品には,夢 ではな く現つに死にかけている地方新聞の編集者が登場する。この

形象を通 じて,ゴ ーリキイは,地 方新聞界が内包す る諸欠陥を誠刺の形式を も

ちいて徹底的に批判 した。検閲に よっていちぢるしく削除された とはいえ,こ

の作品は地方新聞界に大 きな反響を よび起 こすに充分な調刺 の牙 を も ってい

た。

く　ラ

パスカ レロの調刺 のなかに 《サ マーラ報 知》 の時評家 ス フイ ソクスは,自 分

に た い す る攻 撃 を読 み 取 って,彼 を流 し音楽 師,犬 使 い芸 人,石 切人 足 と嘲 け

る と同時 に,《 サ マ ー ラ新 聞》 の 執 筆 者全 体 をひ っ くるめて,次 の よ うに 罵倒 し

(1)A.M.ropqKHhHB.r.KoponeHKo,c.40.

〈2)ス フ ィ ン ク ス(CΦHHKc)-A.K.KnaabToHの 筆 名 。Kna(pToHは 《CaMapcKa兄

ra3eTa》 の 記 者 で あ っ た が,A皿eHIOBが こ の 新 聞 の 編 集 者 に な っ て か ら,

《CaMapcK曲BecTHHK》1こ 移 って い た 。
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た 。 「彼 らは社 会的事件 の汚れを清 める どころか,自 分 でそ れ を 汚 し,し か も
(1)

自分の泥 まみれの裏 面 まで示 してい る。」 パスカ レロが ゴー リキイの筆 名であ

る ことを知 ると,ス フ ィソクスは,ゴ ー リキ イの 短 編 『筏 の 上』 にた い して も

く　　

攻 撃を向け・ この作品を 「彼 の筆に なる ところの・ 《サ ラマ ン ドラ》紙に掲載

された,《 他 人 の女 房 に た いす る筏 の 上 の恋》 と い う嫌 っ た ら しい精神の文

芸」 と こきお ろ し,作 者 を 《デカ ダ ン派 》 と呼 ん だ 。

ゴー リキイは先 に引用 した コロ レンコ宛 の書信の なか で,次 の よ うにつ づけ

て い る 。

「…… ち よ うどこの時,《 サ マ ー ラ報 知》 が 私,ア シ ェシ ョフ,ブ ラ ーニ ナ

お よび グ ーセ フを とて も卑劣 に乱暴 に攻撃 しました。そ こで私は愚かに も仕返

しを しま した。昨 日,こ ん どは,彼 らが 私 に報 復 しま した 。

そ ん なわ け で,私 は一一釦 の 《論 争 》 慾 を失 い ました 。そ れは私 のなかか ら叩

き出 され て しまったのです。いい勉 強に な りました,私 は そ の こ とを忘 れ な い

で しよ う。 こ うい うことはすべ て粗 野で汚 らわ し くお こなわれてい ます 。

ご存知で しよ うか?か って 《サ マ ーラ新 聞》 と 《原 則的》 に縁 を絶 った紳

士たち,ク ラ フ トソ,ツ ィム メル マ ン,グ リゴ リ ェフ,そ れ に チ リ コフ さえそ

うだ とい うのですが 《報知》に協力 してい ます,一 ま った く,卑 劣 な あ

の新 聞に!… …あ あ,彼 らは 私た ちに 論 争 を 吹 っか け るのです,ア シ ェシ ォ フ
バ ラ ラ イカ

をバ ラライキ ソ(三 弦 楽 器 ひ き)と よび,彼 が 《何 回裁 判 にか け られ た 》 とい

った類 の ことを と書 き立 てなが ら6グ ーセ ブに も暇 な しに突 っか か って ます。

」 《サ マ ーラ報知》 との論争は よほ ど彼の神 経を消耗 させた もの と見 え,こ の

手 紙 の 末尾 の ほ うに,ゴ ー リキ イは,コ ロ レ ソ コが 近 くペ テル ブル グに去 るで

あろう と予想 しつつ,「 そ うな る と,お そ ら く,私 は も う二 度 とお 目に か かれ

(1)CΦHHKcの ΦeπbeToH《ManeHbKHtiΦe刀beToH.CaMapcKH勇KapTllHKH》

1895年6月4日 付116号 よ り。(BKH.《A.M.ropbKmbHB.r.KoponeHKo》

C.232-233)

(2)《 サ ラマ ン ド ラ》(CanaMaHApa)一 《CaMapcKaflra3eTa》 を も じ って い る。 中世.。.

迷 信 の 火 の 精 とい う意 味 が あ り,こ こで は騒 ぎを お こす 火 元 とい う意 味 が こ め られ

て い るの で あ ろ う。
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な い で しよ う。 なぜ な ら,き っ と,私 は ど こ とい う当 て もな いけ ど ロシャか ら

逃 げ出すで しよ うか ら。」 と書 いてい る。

ゴー リキイの手 紙のなかに憂慮すべ き危険 な徴候を見て とった コロレンコは

,《 ロシヤ の富 》 に採 用 され た 『チ ェル カ ッシ』 の校正刷 りとともに長文の手

紙 を送って,彼 を 強 く批 判 した 。

「… …あ な だ の(き わ め て元 気 の な い)手 紙 を 受 け取 りま した 。 異 論 を二 つ

述べ させて くだ さい。第一に,あ なたが 書 い て い る ことを,あ なた の隠 気 な調

子 も,あ なた が そ れ に よっ て地 方 の新 聞界 と社会 とにた い している絶望的 ペ シ

ミズ ムも全 然正 当化 で きませ ん。 もしも,そ れ こそ 《心 を こめ て,率 直 に》 問

題 を見 つ め るな らば,数 人 の しっか りした 人 々が ダ 《サマ ーラ新 聞》 と別れ て

か ら,群 を な して 《サ マ ー ラ報 知》 に協力 しては じめてい ることがお分 りで し

よ う。彼 らは新聞を改善 しよ うと望んだのでは あ りませ んか?疑 う余 地 が な

く,そ うで なけ れ ば,た と えば チ リ コフは 新 聞に 入 らなか った で しよ う。私は

彼 のそ うい う一面 を よ く知 ってい ます 。ほかに何 をい うことがあ りま しよ う?

彼 らが 《サ マー ラ新 聞》 と論 争 してい る。非常に遺憾 です。あなたが触れ てい

る論文 を私は読 んでいませ んが,い ず れ に して も,こ の論 争 を私 は 悲 しむ べ き

もの を 考え ます 。 しか しなが ら,は た して 彼 らに のみ 罪 が あ るの で しよ うか?

はた して 《サ マー ラ新 聞》 の 各号 に 《サマー ラ報知》 にた い して含む と ころが

なに もないで しよ うか。彼 らは,あ なた に よれ ば,《 卑 劣 な新 聞》 に な った と

非 難 され てい ます。私に とって 彼 らが そ こで働いている現在,そ れが 卑 劣

だ とは 問題 です 。 だが,も し も過 去 だ とか 出版 者 に よっ てのみ判断す るのであ

れ ば,プ ロホ フ シチ コフは 相 当 な無 頼 の徒です し,《 ロシャ 生 活 》 は 初 め は

ま った くの醜態 で した。そ して,し か も,こ れ はそ の なか に す ぐれ た 人 々

が 一 団 とな って入 る ことを妨げなか った し,現 在 で は,ど ん なに して も,《 ロ

シャ 生活 》 の 名 を ロ シャ 新 聞出版史か ら抜 くことはで きませ ん。 この観 点か ら

*憩

すれば,つ い 最 近,あ なた は 《ヴ ォル ガ リ》 で仕 事 をすべ きでなか ったで しよ う

*菅 菅

し,A.A.ド ロ ブ イ シは 《時 報 》 で,等 々,等 々 。 何 を な す べ き で し よ う か

*プ ロホ フ シ チ コ フ(A.A.npoxoB皿HKoB-1SgO～1895年 に ペ テ ル ブ ル グで 刊 行*
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地 方 文 筆 人は まだ当分は もっとも俗悪 な投 機的 出版の砂漠 を彷復 し,自 分

の都 を求 め る イス ラエ ルの 民 なのです。今 しば ら く一 彼は一軒一 軒戸 をたた

か なければな らない,そ して,私 の考 え では,も し人 々が サ ご クル に入 っ て,

仕 事 の場 に お い て卑 劣 さか ら身 を守 るよ うに誠実に決め るな ら,こ れ で充

分 です 。わ れわ れ が よ く注視 しなければ な らないのは印刷紙 のみであって,出

版者 の 醜 い顔 では ない の で す,な ぜ な ら醜 い 顔 で な い ものは す くない。そ

して,そ の後 に,隣 り合 う陣 営 に 立つ イス ラエル の各隊がやた らにたがいに飛

びかか らない よ うにす る希望が残 ります。 しか し,そ の た め に は み ん なが つ ま

らぬ計 算 を捨 てて,非 常 に 重 大 な 問題 と して論 戦 を 見つ め,つ ね に 問題 の本 質

か らい って 必要 であ る点のみに論議を向けなけれぽ な りませ ん 。私には,地 域

の 住 民 も また 自分 の 人格 へ の 尊敬 を,多 くの場 合 わ れ わ れ の 仲 間が 彼 に示 して

い る よ りも以上に期待すべ き権利を も つてい ると思われ ます。仲間同士は言 う

まで もない 。 《サ マーラ報知》 が この規準にた い して強 く非難 した とい うこと

は大いにあ りうることです(私 は読 ん で ませ ん,繰 り返 しますが),し か し,す

べ て の 泥 をそ っちへ 運 ん で,《 新 聞》 の側 に はす べ て の 明か るい ものを残 して

い るとき,あ なた は は た して正 しい で しよ うか 。 《誠実謹厳》 は こ うい うこと

に な ります 。ち ゃん とした 人 々が仲間勘定 か ら分裂 し,自 分 の力 と筆 とを 向け

なけ れ ば な らない よ うな対象 と人物が この世に存在す る ことを忘 れて,た が い

に 戦 斗 を 始 め ます 。

私 の第 二 の異論はprodomo。 私 とあ なた は ペ ソに よ る同 志 で す,お た が

いに 儀 礼 的 に示 され る どん な 《敬 意》 も,一 言 で もあ って は な ら な い は ず で

す 。だが,そ れ に して も,こ の 言 葉が あ なた の手 紙 のな か にあ って,ひ ど く私

の心 を 傷 つ け ま した よ。 どこで こんな言葉が見つか ったのですか,合 点が い ぎ

ませ ん ね 。 まあ,い い で す 。

お 元 気 で 。 上に 述べ た観 点か ら物事を注視 して ごらんな さい,多 くの こ とが

単 純 化 し ます 。人 生 は暗い,し か し もっ と暗か った こと もあ ります。だが,も

しも時 と と もに 明か る くな って ゆ くのな ら,意 気 消 沈 と嫌 人 症 に よ って では な

く,活 動 的 な努 力 に よって現 在 の社 会のなかで何 をか なすべ き可 能性が あ るの
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(1)'で す

。 」

6月,ア シ ェシ ォ フ は サ マ ー・ラ か ら ニ ー ジ ニ イへ 去 り,C.グ ー セ ブ は 《オ

デ ッサ 通 報 》 に 移 っ て オ デ ッサ へ 去 っ た 。僚 友 た ち の 去 っ た 《サ マ ー ラ新 聞 》

に ゴー リキイはただ一 人,こ の新 聞 の唯 一 の積極 的 ジ ャー ナ リス トと して残 る

ことにな った 。 グーセ フが去 った あ と,彼 が 担 当 し て い た 《ち よっ と一 言》

(MemAynpoqHM)の 論 説 欄が ゴー リキ イに 委 ね られ る こ とに な っ た 。こ うし

て,彼 は 《記録 と素描》 の ほ か に,こ の欄 を担 当 して,《 イエ グデ ィル ・フ ラ

ミー ダ》(Hery耶H証X」aMzaa)の 筆 名 の も とに,い っそ う活 澄 な,精 力 的 な

評 論活 動 を 展 開す るの であ る。 フラ ミー ダの活動 に検 討 を 加 え な け れ ぽな ら

ない 。(未 完)

(1)B.r.Kopo,πeHKo,C.c.T.10.c.230～231.

eeさ れ た新 聞 《PyccKafiKH3Hb》 の編 集 兼 出 版 者 。 《PyccKaH激H3Hb》 は95年1月

政 府 に よつ て 閉鎖 され た。
ee)e《ヴ ォル ガ リ》(BonraPb)一 一 ニ ジ ェ ゴ ロ ドの 新 聞 。最 初 は 君 主 々義 的 精 神 に お い て

商 人H.A.>Kyl〈OBに よ っ て 刊 行 さ れ たが,1go1年 彼 が 死 ぬ と,息 子 のC.H.

>KyKoBに よって 継 続 され,c.H.は 新 聞 に進 歩 的 な 働 き手 を集 め た。

ゴー リキ イ は1893年10月 か ら 翌 年7月 ま で 定 時 寄 稿 者 と して この新 聞 で働 い て い

る。 この 間 に,彼 は この新 聞 に次 の作 品 を 発 表 して い る:1993年10月 一 《HHmeHKa》

11月 一 《HH田eHKa》(後 半),《1・lcKnloqvaTeπbHbltiΦaKT》,12月 一 《CoHI〈onll》,

《y6e》Kan》,1894年2月 一 《npo6y》KAeHHe》,《 双eπApxHnnJleHbKa》,4月 ～7

月 一 くくPopeMSIKaHaBen》(ゴ ー リキ イ の最 初 の 中 編 小 説)。

***A .A.ド ロブ イシ(AneKceHAneKceeBHq双po6b皿k2[Epo6billieBcKHit-1856

～1920)一 ジ ャー ナ リス ト,翻 訳家 。1894年 に 《HH》Keropo双cK励nnCTOK》 の編 集

者 にな り,1895～1896年 に は,Auie田oBが サ、マ ー ラ を 去 っ た後,《CaMapcKafl

ra3eTa》 を編 集 した。 政 治 流 刑 で,コ ロ レ ン コ と同 じ時 期 に トム ス クに送 られ た 。




